
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍが残存する可能性データの解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０８月１１日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌ機能によるｒａｎｄｏｍ定量に関し、過去に測定したデータから 

ｒａｎｄｏｍが残存する可能性のあるデータ解析を行ってみました。 

 

データ処理｛１１１｝、｛２００｝、｛２２０｝ 

 

各αのバックグランドはβ方向の最小値に近い強度を示す、バックグランド測定は良好 

 

バックグランド（measuremode)削除、defocus（内部計算）処理、最適化 Rp%処理を行う 

Defocus補正なし (ValueODFVF-B)   内部計算 defocus＋最適化Ｒｐ％（ValueODFVF-A） 

 

  この部分が改善される 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

ｒａｎｄｏｍの存在を示しています。 

測定時に予測したＲｐ％より低く計算されている 

 

ｒａｎｄｏｍ成分＝２１％ 

Randomの存在を示している 



ＭＴＥＸで評価 

 

 Ｒｐ％はなぜか低い 

 

 

ｒａｎｄｏｍ成分＝２４％ 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ成分＝２６％ 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

 

 

 

 この辺の可能性があるが数値計算は難しい 

 StandardODFの方位密度１．０以下はこのようにマイナス方位も存在する（オーバシュート） 



まとめ 

 ｒａｎｄｏｍのＯＤＦ値は全て 1.0となる。 

 配向材料に goss=20%であれば、random=80%で方位密度では 0.8を示す。 

 この方位密度 0.8は、ＯＤＦの格子点 18x19x19の大部分を占め、 

 方位密度に対する頻度グラフ（randomlevel）で大きなピークになります。 

 

 配向試料にもｒａｎｄｏｍが存在する試料もあり、このｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌ機能は 

 使える可能性があります。 

 ODFにより計算手法は異なるが，ｒａｎｄｏｍは同じような値が計算される 

 ぜひご利用ください。 

 

 ｒａｎｄｏｍ機能で重要なのは、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄの正確な削除です。 

 今回のデータをｂａｃｋｇｏｒｕｎｄ削除せずに解析を行うと 

  

 

 ｂａｃｋｇｏｒｕｎｄ削除結果   ｂａｃｋｇｏｒｕｎｄ削除なし 

  

   ｒａｎｄｏｍ＝２１％から５６％に増えます。 

 ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄを削除しないとばｂａｃｋｇｒｏｕｎｄのｒａｎｄｏｍとして計算されます。 

 

ｂａｃｋｇｏｒｕｎｄの測定は統計変動を考慮して測定を行います 

通常、極点測定の１点測定時間の１０倍程度で測定を行います。 



粉末データの測定のバックグランド 

 ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄは黄色で目立たないので、背景色を変更して表示 

  

  

  

 矢印の部分がｒａｎｄｏｍ成分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍを含まない測定データのバックグランド 

  

  

  

  最小プロファイルとバックグランドプロファイルがほぼ一致する部分がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今回の測定のバックグランド 

 

 

  

 

 すべての極点図でα毎の最小値とバックグランドが離れている。（縦軸スケールも参考に） 

 赤線（α毎のβ方向最小値）と黄色（ｂａｃｋｇｏｒｕｎｄ）の間にｒａｎｄｏｍが存在する。 

 ｂａｃｋｇｏｒｕｎｄがデコボコしていたら修正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 以下の機能を組み合わせて修正を行ってください。 

  

  

 あるいは直接 ASCファイルｂａｃｋｇｏｒｕｎｄデータを修正します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



バックグラン修正例（ ） 

  

 バックグランドは Lowと Highで測定されていて、平均値で扱い範囲は 80->90で算出 

 右図の auto（水色）が計算されたバックグランドです。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 



まとめ２ 

 極点図から方位解析を行う場合、極点処理におけるバックグランド除去とｄｅｆｏｃｕｓが確実に 

行われている事が重要です。測定バックグランドプロファイルを確認し、必要なら修正してください。 

ｃｕｂｉｃの場合、測定データのＲｐ％を確認し、最適なｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った後、ＯＤＦ解析を

行って下さい。更にＯＤＦ解析後のＲｐ％の確認と必要なら、あるいはｃｕｂｉｃ以外では 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによる再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行ってください。 

単に、極点処理とＯＤＦ解析を機械的に行うと、矛盾する結果の場合、検証出来ません。 

注意：平滑化はＲｐ％が改善されるが結果も改善されるか分かりません。 

ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄの背景変更 

 マウス右クリック Propertiesの Other 

 

 Otherの background paintの Selectから色を選択 

 

 


